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人工呼吸 :23巻 l号

リークイ寸きテスト肺を用いた

非侵襲人工呼吸用呼吸器の性能比較

大阪大学医学部附属病院集中治療部 藤野裕士

非侵襲人工呼吸 (NPPV)はマスクを通じて陽圧人工

呼吸を行う 。NPPVを施行する上ではマスク周辺からの

リークがその成否に重要な要因となる。近年多数の

NPPV対応をうたった人工呼吸器が登場し、それぞれが

リークに対する補正機能を持っと主張しているが実際

にどの程度のリークまで正常動作するかについては検

討されていない。我々は自発呼吸をシミュレー トする

人工肺にさまざまなレベルのリークを組み合わせたモ

デルを用いて NPPV用人工呼吸器の性能を検討できる

ことを既に報告した l。今回は各社の人工呼吸器の比較

を行う。

[方法]

テスト肺の自発呼吸設定を呼吸数 IO回/分、吸気時

間l秒、最大吸気流速50L/分に設定した。人工呼吸器

はEsprit、XL、Savina、BiPAPvision 、iVent、e500、

LTVIOOOを評価対象とした。自発呼吸を行うテス ト肺

入り口にリークを作成し、人工呼吸器が正常動作する

最大リーク量、人工呼吸器に表示される一回換気量と

実際の一回換気量を計測評価した。リークに対する補

正は自動補正機能のないものは手動で行ったが5L/分

を上限とした。

[結果i
リークに対する追従性 (Fig1)、換気量モニターの正

確度 (Fig2)ともに機種毎に大きな差があった。最高

の44L/分のリークでも正常動作を行い、換気量のモニ

ターも正確であったのは BiPAPvisionのみであった。

[結論]

近年リーク対応をうたう人工呼吸器が増加している

が、機種による機能差を考慮して選択する必要がある。

Miyoshi E， Fujino Y， Uchiyama A， et al. Effects of gas 

leak on triggering function， humidification， and inspira-

tory oxygen fraction during noninvasive positive air-

way pressure ventilation. Chest 2005; 128: 3691 
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Figurel 正常動作する上限リーク量(L/min)
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Figure 2 横軸:リーク(L/min)縦軸:表示VT/実VT



Ventilatory Support System 

Digital Auto-Trak SensitivityT>1 
非侵襲的換気療法に伴う襟々芯呼吸パターン及び

リークの変化!こ対し、常に最適な感度を自動調整し、

患者との調和を高めます〈

PAVモード

患者の呼吸努力を軽減し、自発呼吸に近い

より自然な呼吸サポ トを保証しまま日

内蔵酸素モジュール

Fi02を100)て一セントまで安定して供給可能な

酸素ブレンダを内蔵しています。

幅広い患者層で使用可能
呼吸器内科 ICU・救急センタ から神経内科まで

様々な現場で使用できます。
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